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9 月 5 日 

 

会計にいくばくかの関心をよせる人ならＩＦＲＳ（International Financial Accounting 

Standards：国際会計基準）という名を聞いたことがない人はいないでしょう。 

 

それだけ今日の会計はＩＦＲＳぬきに語れなくなっています。では、そのＩＦＲＳは誰

のための会計でしょうか。ここが大切なところです。 

 

この点で、日本の会計基準とＩＦＲＳとの相違の代表格である「のれん」の非償却は格

好の素材になります。 

例えば、コニカミノルタは非償却で１２０億、花王は 100 億もの純利益増となっていま

す（日経新聞 9 月 4 日）。 

 

私が会計士補として会計事務所の補助をしていたとき（昭和 49 年、50 年）、当時の新日

鉄（八幡製鉄所）が棚卸資産の評価方法を変更することで巨額の益出しを図ったことが思

い出されます。 

それは、減価償却方法の変更と同様、伝統的な益出し手法ですが、ことの本質はこれと

同じです。真の収益力とは無縁だということです。 

 

まさに「利益は意見」で、経営者の判断でいくらでも益出しができるということです。 

ただ、その判断の目的が、当時とは違ってきわめて今日的だということです。 

 

ＩＦＲＳを採用する企業は現在 36 社です。さらに 9 社が今後のＩＦＲＳ移行を表明しま

すが、重要な点は、その「顔ぶれはＭ＆Ａ（合併・買収）に積極的な企業が多い」（同日経

新聞）という点です。 

 

ここに、ＩＦＲＳが誰のためにあるがよく出ています。 

 

さらに、その見かけ上の益出しが 1株利益の上昇で株価に影響するという点も重要です

（注１）。 

実際、1月に非償却を導入した富士通の場合、株価は 13％も上昇したと報じられていま

す（同日経新聞）。 

 

皆さんは、この虚構性（見かけ上の益出し）と現実（株価上昇）をどう考えますでしょ

うか。 



 

※注 

１）Ｍ＆Ａを現金ではなく株式交換で行う場合、自社の株価が高ければ高いほど有利に

なります。かつてのライブドア事件（自社の成長→Ｍ＆Ａ戦略→高株価誘導→粉飾決算）

は、その行き過ぎた事例です。拙著『変わる社会、変わる会計』（2006 年）トピック２「ラ

イブドア・ショック」参照。 



 



 

 


